
サツマイモは江戸時代では救荒作物として活躍するなど気候変動に強い作物とされ
てきましたが、近年の急激な気象の変化（長期間の高温や少雨など）では収量が不安
定になることもあります。収量を安定させるための対策を考えるために、まずはサツ
マイモの収量に関係する要因や時期を明らかにすることを現在試みています。
サツマイモの苗を植え付けてから約1ヶ月後（生育初期）の葉の状態を撮影した画

像を解析し、生育初期の植被率（葉が地面を覆う割合）を求めました（下左写真）。
サツマイモは品種により葉の形状や広がり方が異なりますが（右下写真）、サツマイ
モ数品種を用いた実験結果から、生育初期の植被率が高いと数ヶ月後の収量が高いこ
とがわかりました。また、高い植被率は地温上昇を抑制することが確認されたため、
今後起こり得る高温条件で安定生産・多収を目指すためには生育初期の植被率を高く
することが重要であると考えられます。
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